
 

 

 

 

 

邑楽郡総合体育大会の結果 
６月１日から３週に渡って、邑楽郡総合体育大会が開催されました。1 年生からの部活動の集大成。どの会場  

でも熱戦が繰り広げられました。県総体に出場を決めたチーム、選手のみなさん、おめでとうございます。今度は  

邑楽郡の代表として  の活躍を期待しています。また、美術部のみなさん、素敵な作品を楽しみにしています。音楽

部は 7月 24日（水）のコンクールで心を込めた演奏をしてきてくださいね。 

 

男子バレー部 優勝（県総体出場）       女子バレー部 優勝（県総体出場） 

男子バスケ部 惜敗                   女子バスケ部 優勝（県総体出場） 

サッカー部 第３位 

女子ソフトテニス部 団体 惜敗   個人 第３位 濱谷・濱谷組（県総体出場） 

柔道部 男子団体 準優勝   

男子個人７３kg級 優勝 中野 フェルナンド（県総体出場） 

66kg級 優勝 イノウエ リドワン（県総体出場） 

剣道部 男子団体 準優勝 

陸上部 共通男子 400m 第２位 イタイ ヒデオ（県総体出場）  

共通男子 800m 第２位 二瓶 貴輝（県総体出場） 

男子 4×100mR 第５位              女子 4×100mR 第５位 

共通男子 200m 第５位 イタイ ヒデオ  ３年男子 100m 第８位 對比地 絆斗 

３年女子 100m  第８位 渡部 ナエミアリネ 

男子卓球部 団体 準優勝 

女子卓球部 団体 優勝（県総体出場）     ［掲載は３年生に関わる結果のみ］ 

部活動引退後の放課後の過ごし方 
県総体出場を決めたり、部活動延長を申し出たりして引き続き部活動を続けているがいる 

人がいる一方で、郡総体を終えて部活動を引退した人もいます。部活動を引退した人は、今 

までより家庭での時間にゆとりがもてます。放課後の時間をどう過ごしますか？自分の進路を 

実現するために、自分に必要な学習をしっかりと進めてください。宿題をするだけでは十分で 

はありません。 

また、下校時刻を過ぎても家に帰らず、保護者の方が心配して学校に連絡をくださることもこれまでたくさんあり  

ました。学校を出たら、寄り道をせずに家に帰って勉強をします。 

 

［保護者の皆様へ］ 

 これまでの部活動では、ご理解とご協力、ありがとうございました。活動を継続している部においては、引退までの

期間、これまでと変わらずサポートをよろしくお願いいたします。引退した生徒たちは、これまでより家庭で過ごす  

時間が長くなります。進路実現に向けて自分に必要な学習を家庭で進められるよう、学校でも引き続き声を掛けて

いきます。ご家庭でも放課後の過ごし方について話し合う機会をもっていただき、これまで同様サポートしていただけ

ればと思います。よろしくお願いいたします。 
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中学校最後の体育祭                                                    ３年２組 森下 彩陽 

 太陽が私達を激しく照りつけるような天気の中、私は中学校最後の体育祭を 

迎えた。結果は２位だったが、その中で自分が成長したなと思うことや、体育祭 

を行うことの意味や大切さに気づくことができた。 

 まず、チームジャンプでは、どのようにしたら回数が伸びるのかなど、たくさん話 

し合いを重ねた。その結果、だんだんと記録を更新していけるようになった。本番 

での記録更新はできなかったけど、その話し合いでたくさん意見がぶつかり合 

ったことにより、クラスの絆を生むことができたと思う。 

 次の全員リレーでも、たくさん話し合いをしたが、その他にも、走っている子に「頑張れ。」などの声がけをしたりし

た。なぜなら、自分が応援されたときにモチベーションが上がるからだ。そのおかげか、全員リレーでも新記録を次々

と出すことができた。そして、本番でもバトンミスなく２位をとることができた。 

 最後の綱引きでは、コツをクラスで共有して取り組むことができた。綱引きでも、惜しくも１位を逃してしまったけど、

２位をとることができた。 

 このように、チームジャンプの改善点の話し合いに積極的に参加したり、仲間へ声がけをしたりするなど、自分なり

に考えて行動できたところに成長を感じることができた。 

 そして、体育祭を行う意味は、仲間とたくさんぶつかり合い、絆を深め、クラスで心を一つにすることだと分かった。ま

た、すぐに諦めずに全力でやり続けたことで、悔いが残らず笑顔で終わることができた。だから、諦めずに最後まで

やり遂げることは大切なことだと気づいた。 

体育祭                                                                ３年３組 佐藤 瑛斗 

 私が中学校生活最後の体育祭で心に残ったことは二つあります。 

 一つ目は、長縄です。自分はケガをしてしまったこともあり、練習にちょこちょ 

こ参加するくらいで、思うように跳ぶことができませんでした。しかし、周りのみ 

んなは「大丈夫だよ。」など、優しい声をかけ続けてくれました。しかし、本番当 

日になると無理していたときの痛みが出て、跳ぶことができませんでした。応 

援に回り全力で声を出しましたが、あまりうまくいかず、２位という結果になって 

しまい、悔しかったです。 

 二つ目は、全員リレーです。リレーは練習の段階から参加していましたが、なか 

なかうまくいかず、やりたくないなと思うこともありました。しかし、先生や友達に「無理しなくていいよ。」「ナイス。」な

ど声をかけてもらったこともあり、だんだんと楽しくなっていきました。そして迎えた本番。走る直前になりとても緊張し

てしまいましたが、中村先生に「頑張れよ。」と背中を押してもらい、緊張がほぐれました。しかし、バトンパスの時に練

習の時にはなかったミスをして、落としてしまいました。拾って走ろうとしたら足がもつれて転んでしまい、２位でバトン

をもらったのに３位になってしまいました。なんとか走りきることはできましたが、自分のせいで負けてしまったことにと

ても責任を感じ、かなり落ち込みました。 

 これらのことがあったけど、先生や友達に支えられて楽しく体育祭を終えることができました。そして、改めて人の支

えの大切さを学ぶことができました。 

１組 平田 紗己さんの作文は、PTA広報に掲載されます。 

期末テスト前の補習 
今年度は、テスト前の補習の参加は希望者のみとなります。テスト範囲の学習を進める 

中で、自分では解決できないところや分からないところを学年の教科担当の先生に質問 

する時間にします。放課後、１時間程度です。参加しない生徒は、家庭でしっかり自分で学 

習を進めてください。なお、出張などで教科担当が不在の場合もあるので、その場合は休 

み時間を利用して質問してください。 

６月２４日（月）16:10～17:００ ６月２５日（火）15:45～１６：４５ 

登田、岸、𠮷田、柴田 登田、柴田、谷江 

 

 

 



 


